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・ 悪質ガイドへの対応が必要。彼らは旅行者に対して日本の印象を悪くするの

でリピーターにつながらない。通訳案内士だけでは対応できないので、国で何

らかの対応をしてほしい。 

・ ＦＩＴ化やマーケットの多様化にあわせて、地域限定ガイドも県境を越えた広域

ガイドや、市町村・観光施設ごとにピンポイントガイドもできるように制度をフレ

キシブルに考えてほしい。旅行者数を２５００万人、３０００万人にするためには、

ゴールデンルート以外の地方部でのガイドが必要になってくるだろう。 

・ 訪日旅行者ニーズに合わせて、ガイドも通訳案内士、地域限定通訳案内士、

ボランティアガイド等を、案内する状況ごとに役割分担をすべきではないか。 

・ 通訳案内士試験は見直す必要がある。ガイドに必要な能力がすべて試験で問

われているわけではないので、試験だけでなく研修制度も必要ではないか。 

・ 試験合格後の研修制度の充実が重要。特に旅程管理等のツアーを扱うノウハ

ウや知識のトレーニングが必要。 

・ 通訳案内士の分野でも市場競争によるサービスの質の向上が求められてい

るのではないか。 

・ ガイドの就業機会については、待っているだけでは仕事はない。国家資格を持

っているから安心するのではなく、ショッピングアテンダントのような仕事をガイ

ド自ら売り込む等一人のビジネスパーソンとして業務のアイデアを自分で出す

工夫も必要ではないか。 


